
1 

 

令和５年度 技術科年間指導計画 
 

 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

第
1
学
年 

題
材 

技術分野

のガイダ

ンス 

材料と加工の技術の

原理・法則と仕組み 
材料と加工の技術による問題解決 

社会の発

展と材料

と加工の

技術 

情報の技術の原理・法則

と仕組み 

双方向性のあるコンテンツの 

プログラミングによる問題解決 

時数 2 5 13 2 6 7 

学
習
内
容 

・技術分

野の学

習の見

通し 

・学習内

容の紹

介 

・身の回りの材料と
加工の技術 
・木材，金属，プラス

チックの特性 
・材料に適した加工
方法 

・丈夫な製品を作る
ために 
・材料と加工の技術

の工夫の読み取り 

・問題の発見，課題の設定 
・製作品の構想，設計 
・製図 

・製作の計画 
・作業手順を考えた製作 
・問題解決の評価，改善・修正 

・材料と加

工の技術

の最適化 

・これから

の材料と

加工の技

術 

・情報の技術とは 
・情報のデジタル化 
・情報通信ネットワークの

仕組み 
・安全に利用するための
情報モラル 

・安全に利用するための
情報セキュリティ 
・情報の技術の工夫の読

み取り 

・双方向性のあるコンテンツとは 
・問題の発見，課題の設定 
・コンテンツの構想 

・コンテンツのプログラムの制作 
・問題解決の評価，改善・修正 

第
2
学
年 

題
材 

生物育成の技術の原理・法則と仕組み 
生物育成の技術による問題解決 

社会の発

展と生物

育成の技

術 

エネルギー変換の技術の原理・法則と仕
組み 

エネルギー変換の技術による問題解
決 

社会の発

展とエネ

ルギー変

換の技術 

時数 12 2 10 9 2 

学
習
内
容 

・生物育成の技術とは 

・作物の育成環境を調節する技術 
・作物の成長を管理する技術 
・動物を育てる技術 

・水産生物を育てる技術 
・生物育成の技術の工夫の読み取り 
・問題の発見，課題の設定 

・生物の育成計画 
・成長に合わせた適切な育成 
・問題解決の評価，改善・修正 

 
 
 

・ 生物育

成の技

術の最

適化 

・これから

の生物

育成の

技術 

・エネルギー変換の技術とは 

・発電の仕組みと特徴 
・電気を供給する仕組み 
・電気回路について考えよう 

・電気機器を安全に使用するための技術 
・運動エネルギーへの変換と利用 
・回転運動を伝える仕組み 

・機械が動く仕組み 
・機械の共通部品と保守点検の大切さ 
・エネルギー変換の技術の工夫の 

読み取り 

・問題の発見，課題の設定 

・電気回路または機構モデルの 
 設計・製作 
・問題解決の評価，改善・修正 

・エネルギ

ー変換

の技術

の最適

化 

・これから

のエネ

ルギー

変換の

技術 

第
3
学
年 

題
材 

計測・制御のプログラミングによる問題解決 

統合的な問題解決 

社会の発

展と情報

の技術 

技術分野

の学習を

終えて 

時数 14 2 1.5 

学
習
内
容 

・計測・制御システムとは 
・問題の発見，課題の設定 

・計測・制御システムの構想 
・計測・制御システムのプログラムの制作 
・問題解決の評価，改善・修正 

・ 情 報 の

技術の

最適化 

・これから

の情報

の技術 

・ SDG ｓ と

技術との

関わり 

・学んだこ

とを社会

に 生 か

す 
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第１学年               

時間 指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

1
～
2 

技術分野のガイダンス ・身の回りの製品に込められた技術
の工夫やアイディアを調べ，発表

する。 
・技術の発達による生活や産業の変
化を調べる。 

・身の回りの製品などを「技術の見
方・考え方」の視点で観察する。 

 

 
 
 

 
・問題解決を行うことを確認すると
ともに，社会における問題解決も

同様の流れであることを知る。 
 
・3学年間の学習内容を確認し，技

術分野の学習を生かして，3年後
にできるようになっていたいこと
を内容ごとにまとめる。 

・教科書を参考に，身の回りの製品
に込められた技術や技術の発達に

ついて調べさせ，技術分野の学習
への関心を高める。 

・「技術の見方・考え方」とは，「生

活や社会における事象を，技術と
の関わりの視点で捉え，社会から
の要求，安全性，環境負荷や経済

性などに着目して技術を最適化す
ること」であることを押さえる。 

・設計・製作を中心としたものづく

りではなく，「技術による問題解
決」に取り組むことを知らせる。 

 

・3学年間で学習する材料と加工，
生物育成，エネルギー変換，情報
の技術について，見通しを持たせ

る。 

【主】3 学年間の技術分野の学習に
見通しを持ち，主体的に学習に取

り組もうとしている。 

3
～
7 

1
編
1
章 

材
料
と
加
工
の
技
術
の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

①身の回りの材料
と加工の技術 

 

・身の回りの製品を見て，なぜその

材料が使われているか知る。 
・身の回りの製品に使われている材
料と加工の技術について調べる。 

・身の回りの製品に使われている材

料は，製品の強度や耐久性，安全
性，費用，環境への負荷などに考
慮して選ばれていることに気付か

せる。 

【知】身の回りの製品に生かされて

いる材料の特性と材料に適した加
工方法について理解している。 

【主】主体的に材料と加工の技術に

ついて考えようとしている。 

②木材，金属，プ
ラスチックの特
性 

 

・木材，金属，プラスチックの特性
について調べる。 

・木材，金属，プラスチックがどの

ような製品に利用されているかを
まとめる。 

 

 

・木材，金属，プラスチックの見本
を準備し，実際に触らせたり，観
察させたりするとよい。 

 ・見た目の違い 
 ・触ったときの触感 
 ・力を加える（曲げる） 

 ・重さ 
 ・加工のしやすさ など 
・身の回りの製品は，使用目的や使

用条件に合わせて，最適な材料が
選ばれていることに気付かせる。 

【知】木材，金属，プラスチックな
どの特性と特性を生かした利用方
法について理解している。 

③材料に適した加
工方法 

 

・工具や機械を加工の特性や方法に
応じて分類する。 

・材料と目的に応じた工具や機械を
選択する。 

・工具や機械を安全に使用する方法

や技術室の安全のための決まりを
調べる。 

・簡単な加工体験を行う。 

 
 

・技術室にある工具や機械を調べさ
せ，加工方法によって選択する必

要があることを知らせるととも
に，作業の安全に注意を促す。 

・簡単な加工体験を行うことで，本

題材（材料と加工の技術による問
題解決）における製作品の完成度
を高めることにもつながる。 

 

【知】目的とする加工に応じた工具
や機械について理解している。 

【知】工具や機械を適切に選択し，
安全に配慮しながら，簡単な製作
品を製作できる技能を身に付けて

いる。 

④丈夫な製品を作
るために 

 

・製品を丈夫にするための材料と加
工の技術の工夫について調べる。 

・部材の組み合わせや接合の方法な
どを工夫して製品を丈夫にする方
法を考える。 

 
 

・段ボールや牛乳パックなどで作っ
たフレームを準備し，実験を行う

とよい。 
 ・構造の違い 
 ・部材の違い 

・製品の丈夫さ，見た目，重さ，使
い勝手などの視点で比較させる。 

【知】身の回りの製品を丈夫にする
方法を調べる活動などを通して，

構造と部材を丈夫にする方法につ
いて理解している。 

⑤材料と加工の技
術の工夫を読み
取ろう 

・材料と加工の技術に込められた問
題解決の工夫について考える。 

・身近な製品の問題解決の工夫など
から，「技術の見方・考え方」に
ついて気付いたことをまとめる。 

・身の回りの製品が材料と加工の技
術によって最適化されていること

に気付かせる。 
 

【思】材料と加工の技術に込められ
た工夫を読み取り，「技術の見

方・考え方」に気付くことができ
る。 

8
～
20 

1
編
2
章 

材
料
と
加
工
の
技
術
に

よ
る
問
題
解
決
1
編
3
章 

社
会
の 

①問題を発見し，
課題を設定しよ
う 

・身近な生活や学校などで，材料と
加工の技術によって解決できる問

題を見つける。 
・発見した問題を解決するための課
題を設定する。 

・「技術の見方・考え方」を働かせ
て，問題を見いだすことができる

ように配慮する。 
 

【思】「技術の見方・考え方」を働
かせて，問題を発見し，自分なり

の課題を設定する力を身に付けて
いる。 
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時間 指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

②製作品を構想
し，設計しよう 

・課題を解決するために，使用目的
や使用条件に合わせて，製作品の

構想を具体化する。 
 ・機能の検討 
 ・材料の検討 

 ・構造の検討 
 ・加工方法の検討 
・製作品の構想を製作に必要な図に

表す。 
 
 

・製作品の構想を具体化する際は，
製作品の形，大きさ，使いやす

さ，丈夫さだけではなく，製作時
間，かかる費用，使える材料など
の制約条件や使用後，環境への負

荷などについても考えさせる。 
・製作に必要な図は，等角図及び第
三角法による正投影図を用いる。 

 

【知】製作に必要な図の描き方を理
解している。 

【知】製作に必要な図に表すことが
できる技能を身に付けている。 

【主】材料の選択や成形の方法など

を構想し，設計を具体化する力を
身に付けている。 

 

③製作の計画を立
てよう 

・製作に必要な図を基に，部品表，

材料取り図を作成し，製作に必要
な材料を準備する。 

・製作工程表を作成する。 

・工程ごとに使用する工具や機械を
調べる。 

・製作工程表を作成させ，作業の見

通しを持たせる。 
・能率的な作業手順を考えさせる。 
 

【主】構想に基づいて，製作の計画

を立てることができる力を身に付
けている。 

④作業手順を考え
て製作しよう 

 

・切り代や削り代を見込んで，仕上
がり寸法線と切断線をけがく。 

・材料を切断線に従って切断する。 
・寸法線に従って加工する。 
・加工後，検査・修正し，仮組み立

てをする。 
・組み立てをする。組み立て後，検
査・修正する。 

・素材や用途に合った表面処理をす
る。 

 

 

・工具や機械の取り扱いでは，安全
を徹底させる。 

・工具や機械の適切な使い方ができ
るように指導する。 

・材料の特性に応じた加工方法があ

ることを知らせる。 
・合理的な接合手順を考えさせる。 
・さしがねや直角定規を用いて検査

を行わせる。 
・適切な修正を行わせる。 
・素地磨きが仕上がりに影響するこ

とを伝える。 
・製作品の使用目的や使用条件に応
じて，表面処理を行わせる。 

【知】安全・適切な製作や検査・修
正をすることができる技能を身に

付けている。 
 
【主】他者と協働して，粘り強く取

り組もうとしている。 

⑤問題解決の評
価，改善・修正 

・材料と加工の技術による問題解決

を振り返り，解決結果及び解決過
程を評価し，改善・修正する方法
について考える。 

 

・問題解決の評価の観点を決め，そ

の評価の観点に基づいて評価させ
る。 

 ・製作品の品質 

 ・製作の工程 

【思】製作の過程や問題解決の結果

を評価し，改善及び修正する力を
身に付けている 

【主】自らの問題解決を振り返り，

よりよいものとなるように改善・
修正しようとしている。 

21
～
22 

発
展
と
材
料
と
加
工
の
技
術 

①材料と加工の技
術の最適化 

・自分の問題解決における最適化の
場面を振り返り，社会の問題解決

における最適化と比較する。 
 ・社会からの要求 
 ・安全性 

 ・環境への負荷 
 ・経済性 

・社会における材料と加工の技術
は，さまざまな制約条件の基で折

り合いをつけ，効果が最も目的に
合ったものになるように工夫され
ていることに気付かせる。 

・技術が生活の向上や産業の継承と
発展に貢献していることに気付か
せる。 

【知】材料と加工の技術の概念につ
いて理解している。 

 
【思】材料と加工の技術の最適化に
ついて考えている。 

②これからの材料
と加工の技術 

 

・持続可能な社会の構築のために，
これからの材料と加工の技術につ

いて考える。 
 
 

 
 

・よりよい生活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評価し，選

択，管理・運用，改良・応用して
いくことの大切さについて考えさ
せる。 

【思】よりよい生活の実現や持続可
能な社会の構築に向けて，材料と

加工の技術を評価し，適切な選
択，管理・運用，改良，応用につ
いて考えている。 

【主】よりよい生活の実現や持続可
能な社会の構築に向けて，材料と
加工の技術を工夫し創造しようと

している。 
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時間 指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

23
～
2

8 

4
編
1
章 

情
報
の
技
術
の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

①情報の技術とは
何だろう 

 

・生活や社会，産業のさまざまな場
面でコンピュータなどの情報の技

術が利用されていることを知る。 
・コンピュータを構成するハードウ
ェアとソフトウェアについてまと

める。 
 
 

・家や学校，工場などの場面を例示
して，コンピュータとなどの情報

の技術が利用されていることを確
認する。 

・身の回りにあるコンピュータの種

類や形状，機能などをまとめさせ
る。 

・アナログ情報とデジタル情報の違

いについて考えさせる。 
・情報の技術によって実現できるこ
とを挙げさせる。 

 

【知】情報の表現や記録ができる仕
組みを理解している。 

【主】主体的に情報の技術について
考えようとしている。 

 

②情報のデジタル 
化 

・コンピュータは全ての情報を数値
化して処理していることを知る。 

・情報のデジタル化の方法をまとめ

る。 
・画像をデジタル化する方法やデー
タ量との関係についてまとめる。 

・文字情報のデジタル化を例にデジ
タル化の方法を確認させる。 

・画像のデジタル化を例に，デジタ

ル化とデータ量について確認させ
る。 

【知】情報のデジタル化の仕組み，
デジタル化の方法とデータ量の関
係について理解している。 

③情報通信ネット
ワークの仕組み 

・情報通信ネットワークの仕組みに

ついてまとめる。 
・情報通信ネットワークを使って，
情報をやりとりする仕組みについ

て知る。 

・家庭や学校におけるLANを例に，

情報通信ネットワークを構成する
ために必要な機器や接続できる情
報機器について説明する。 

・電子メールやSNSなど身近な例を
取り上げ，情報通信ネットワーク
を使って，情報をやりとりする仕

組みについて説明する。 

【知】情報通信ネットワークの構成

について理解している。 
【知】情報通信ネットワーク上での
情報を利用する仕組みについて理

解している。 

④安全に利用する
ための情報モラ
ル 

 

・情報の特性について考え，情報が
社会に与える影響について調べ
る。 

・望ましい情報社会のための態度に
ついて考える。 

 

 

・デジタル化された情報のプラス
面，マイナス面について考えさ
せ，マイナス面への対策として，

どのような仕組みや態度が必要か
を考えさせる。 

・著作権を含めた知的財産権の保護

の必要性を伝え，知的な創造活動
や発明のためにも，必要な権利で
あることを考えさせる。 

【知】情報の特性を理解して，情報
を安全に利用することができる技
能を身に付けている。 

【主】情報が社会に与える影響を理
解して，望ましい情報社会のため
に取るべき態度を身に付けようと

している。 

⑤安全に利用する
ための情報セキ
ュリティ 

 

・情報セキュリティを実現するため

の3つの要素を知る。 
 ・機密性 
 ・完全性 

 ・可用性 
・情報通信ネットワークにおけるサ
イバーセキュリティの重要性につ

いて考える。 
・セキュリティ対策のためのソフト
ウェアやシステムがあることを知

る。 

・情報セキュリティに関するトラブ

ルの例から，危険性について確認
させる。 

・身の回りにあるコンピュータやス

マートフォンなどのセキュリティ
対策について調べさせる。 

・情報通信ネットワークへの不正侵

入やデータの改ざんなどを防ぐサ
イバーセキュリティの重要性につ
いて考えさせる。 

【知】情報セキュリティの基本的な

知識について理解している。 
【主】情報の安全を確保するために
必要な判断や対応をする力を身に

付けようとしている。 

⑥情報の技術の工
夫を読み取ろう 

・情報の技術に込められた問題解決
の工夫について考える。 

・身近なシステムや自動化の技術の

問題解決の工夫などから，「技術
の見方・考え方」について気付い
たことをまとめる。 

・情報の技術に込められた問題解決
の工夫について，社会からの要
求，安全性，環境への負荷，経済

性などに着目させ，技術が最適化
されてきたことに気付かせる。 

 

【思】情報の技術に込められた工夫
を読み取り，「技術の見方・考え
方」に気付くことができる。 

 

2

9
～
3

5 

4
編
2
章 

双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決 

①双方向性のある
コンテンツのプ
ログラミングと
は何だろう 

・双方向性のあるコンテンツにはど

のようなものがあるか調べる。 
・双方向性のあるコンテンツの基本
的な仕組みについて考える。 

・コンテンツに利用されているメデ

ィアの例とその特徴を整理させ
る。 

・情報処理の手順を表現する図とし

て，アクティビティ図やフローチ
ャートについて説明する。 

【知】双方向性のあるコンテンツの

基本的な仕組みを理解している。 
【主】主体的に情報の技術について
考え，理解しようとしている。 

②問題を発見し，
課題を設定しよ
う 

・双方向性のあるコンテンツのプロ
グラミングによって解決できる問

題を見つける。 
・発見した問題を解決するための課
題を設定する。 

・「技術の見方・考え方」を働かせ
て問題を見いだすことができるよ

うに配慮する。 
。 

【思】「技術の見方・考え方」を働
かせて，問題を発見し，自分なり

の課題を設定する力を身に付けて
いる。 



5 

 

時間 指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

③コンテンツを構
想しよう 

・問題を解決するためのコンテンツ
に必要な情報を収集し，解決策を

具体化する。 
 ・構想の具体化 
 ・情報処理の手順の整理 

 ・必要な機能の整理 

・利用者の立場を意識し，メディア
の特徴を生かして，利用しやすい

構成になるように考えさせる。 
・アクティビティ図を用いること
で，複数の情報処理の手順を統合

して全体の構想を確認できること
を伝える。 

・グループでコンテンツを制作する

場合は，役割分担と制作計画を立
てさせる。 

 

【思】使用するメディアを複合する
方法とその効果的な利用方法を構

想する力を身に付けている。 
【主】自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創造す

るとともに，他者のアイディアを
尊重し，それらを保護・活用しよ
うとしている。 

④コンテンツのプ
ログラムを制作
しよう 

・安全で適切なプログラムの制作と

動作の確認，デバッグを行う。 
・使用する人のことを考えてプログ
ラムを制作する。 

 
 

・文字，音声，静止画，動画などコ

ンテンツの制作に必要な素材を準
備させる。 

・アクティビティ図を確認しながら

プログラムを制作させる。 
・完成したプログラムを実行して，
目的の動作をしているか確かめさ

せる。異なる場合は理由を考えさ
せ，デバッグさせる。 

・著作権や個人情報の扱いなど情報

モラルの重要性を考えながら制作
させる。 

【知】安全で適切なプログラムの制

作と動作の確認，デバックができ
る技能を身に付けている。 

【思】情報処理の手順を具体化する

力を身に付けている。 
【主】他者と協働して，粘り強く取
り組もうとしている。 

⑤問題解決の評
価，改善・修正 

・双方向性のあるコンテンツのプロ
グラミングによる問題解決を振り

返り，解決結果及び解決過程を評
価し，改善・修正する方法につい
て考える。 

 

・問題解決の評価の観点を決め，そ
の評価の観点に基づいて評価させ

る。 
 ・見やすさ 
 ・操作のしやすさ 

 ・制作工程が適切か 
 ・誤りが少ないか 
 ・著作権への配慮 など 

【思】コンテンツのプログラムの制
作の過程や問題解決の結果を評価

し，改善及び修正する力を身に付
けている。 

【主】自らの問題解決を振り返り，

よりよいものとなるように改善・
修正しようとしている。 
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第２学年 

時
間 

指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

1
～
1

2 

2
編
1
章 

生
物
育
成
の
技
術
の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

①生物育成の技術
とは何だろう 

 

・生物育成の技術の目的を知る。 
 ・食料の生産 

 ・材料・燃料の生産 
 ・健康・医療など 
 ・自然環境の保全 

・生物育成の技術について 
まとめる。 

 ・育成環境を調節する技術 

 ・生物の成長を管理する技術 
・生物の特徴を改良する技術 

・地域の特産物を調べ，どのような

技術が用いられているか調べ，ま
とめる。 

 

・生物育成の技術は，食料の生産だ
けではなく，材料・燃料の生産，

健康・医療への利用，自然環境の
保全などにも用いられていること
を知らせる。 

・生物育成の技術について，作物，
動物，水産生物の育成とそれぞれ
関連させて説明する。 

 
 
 

・地域の特産物の栽培（飼育）で
は，どのように技術が最適化され
ているか考えさせる。 

【知】生物を育てる技術の目的につ
いて理解している。 

 
【主】主体的に生物育成の技術につ
いて考えようとしている。 

②作物の育成環境
を調節する技術 

 

・作物の育成環境を調節する技術に

ついて調べる。 
 ・光の管理 
 ・温度の管理 

 ・水分の管理 
 ・土の管理 など 
・作物の育成を行い，育成環境を調

節する技術を体験する。 
 
 

・育成環境を調節する技術を用いる

ことで，これまで栽培できなかっ
た地域で栽培したり，収穫時期を
調整したりできるようになること

を伝える。 
 ・光（照度） 
 ・光（日長時間） 

 ・温度 
 ・水分 
 ・養分 

【知】作物の育成環境を調節する技

術について理解している。 
【知】育成環境を工夫して作物を育
成することができる技能を身に付

けている。 

③作物の成長を管
理する技術 

 

・作物の成長を管理する技術につい

て調べる。 
・作物の成長を管理する技術とその
目的についてまとめる。 

 
 

・健康に育成するために，生育に適

した時期や生育状況を見ながら，
目的に応じて作物やその周辺に手
を加えることの必要性を伝える。 

（例） 
 ・種まき…生育場所の提供 
 ・間引き…通風・日当たり改善，

苗の選択 
 ・摘芽…栄養管理 
 ・追肥…栄養管理，品質向上，収

量増大 など 

【知】作物の成長を管理する技術に

ついて理解している。 

④動物を育てる 
技術 

 

・人と動物との関わりについて知
る。 

・家畜としての動物の利用方法を調

べる。 
・動物を健康に育てるための技術を
調べる。 

 
 

・動物を育てるための育成環境を調
節する技術や成長を管理する技術
について調べさせ，植物との共通

点や違いに気付かせる。 
・動物を育てる技術については，痛
みやストレスを減らすという動物

福祉の視点を取り上げる。 

【知】動物を健康に育てるための技
術について理解している。 

⑤水産生物を育て
る技術 

 

・水産生物を安定的に供給するため
の養殖の技術について知る。 

・水産生物を健康に育てるための技
術を調べる。 

 

・水産生物を育てるための育成環境
を調節する技術や成長を管理する

技術について調べさせ，植物や動
物との共通点や違いに気付かせ
る。 

【知】水産生物を安定的に供給する
ための養殖の技術について理解し

ている。 

⑥生物育成の技術
の工夫を読み取
ろう 

・生物育成の技術に込められた問題

解決の工夫について考える。 
・食料の生産における問題解決の工
夫などから，「技術の見方・考え

方」について気付いたことをまと
める。 

・生物育成の技術に込められた問題

解決の工夫について，社会からの
要求，安全性，環境への負荷，経
済性などに着目させ，技術が最適

化されてきたことに気付かせる。 
・消費者の視点だけではなく，生産
者の視点でも考えられるように配

慮する。 

【思】生物育成の技術に込められた

工夫を読み取り，「技術の見方・
考え方」に気付くことができる。 

2
編
2
章 

生
物
育
成
の

技
術
に
よ
る
問
題
解
決 

①問題を発見し，
課題を設定しよ
う 

・家庭，学校，地域，社会における
生物育成の技術によって解決でき
る問題を見つける。 

・「技術の見方・考え方」を働かせ
て問題を見いだすことができるよ
うに配慮する。 

【思】「技術の見方・考え方」を働
かせて，問題を発見し，自分なり
の課題を設定する力を身に付けて

いる。 
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時
間 

指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

②生物の育成計画
を立てよう 

 

・生物を育てる目的を考え，生物の
成長に合わせた育成計画を立て

る。 
 ・販売用，自家消費用 
 ・食用，観賞用，加工用， 

  飼料用 など 
（作物の栽培の場合） 
・作物やその品種に応じた育て方を

調べ，栽培計画表にまとめる。 

・自分が育てる生物に適した育成計
画表を作成させる。 

・育成に必要な条件や管理作業の時
期，作業内容などを調べさせる。 

 

【思】育成する作物に適した環境条
件について考えている。 

【思】育成する目的に合わせて，栽
培計画を立てる力を身に付けてい
る。 

【主】自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創造す
るとともに，他者のアイディアを

尊重し，それらを保護・活用しよ
うとしている。 

③成長段階に合わ
せて適切に育成
しよう 

 

・安全に配慮し，成長の状態に合わ
せて，適切な管理作業を行う。 

（ミニトマトの場合） 
 ・定植 
 ・支柱立て・誘引 

 ・かん水 
 ・元肥・追肥 
 ・摘芽・摘芯・受粉 

 ・健康管理，病害虫駆除 
 ・収穫 
・管理作業の内容を，栽培記録表に

まとめる。 

・作物の栽培は，年間を通して適切
な時期に実施する。 

・収穫量を増やすことや希望する時
期に収穫することができるように
品種を選択し管理作業を行わせ

る。 
・ミニトマトの栽培は年間の適切な
時期に実施するため，１単位時間

を通して管理作業を行うのではな
く，例えば，授業時間の中で15分
以内などと決めておき，残り時間

は育成記録をつけさせたりする。 

【知】植物の成長の状態に合わせ
て，適切な管理作業を行う技能を

身に付けている。 
 
【主】他者と協働して，粘り強く取

り組もうとしている。 

④問題解決の評
価，改善・修正 

・生物育成の技術による問題解決を
振り返り，解決結果及び解決過程
を評価し，改善・修正する方法に

ついて考える。 

・問題解決の評価の観点を決め，そ
の評価の観点に基づいて評価させ
る。 

 ・品質 
 ・収量 
 ・安全性 

 ・環境への配慮 
 ・費用 
 ・育成計画や管理作業の振り返り 

など 

【思】育成の過程や問題解決の結果
を評価し，改善及び修正する力を
身に付けている。 

【主】自らの問題解決を振り返り，
よりよいものとなるように改善・
修正しようとしている。 

1

3
～
1

4 

2
編
3
章 

社
会
の
発
展
と
生
物
育
成
の
技
術 

①生物育成の技術
の最適化 

・自分の問題解決における最適化の
場面を振り返り，社会の問題解決
における最適化と比較する。 

 ・社会からの要求 
 ・安全性 
 ・環境への負荷 

 ・経済性 
・生物育成の技術のプラス面，マイ
ナス面について考え，これからど

のように技術の最適化を図ってい
くとよいかをまとめる。 

・社会における生物育成の技術は，
さまざまな制約条件の基で折り合
いを付け，効果が最も目的に合っ

たものになるように工夫されてい
ることに気付かせる。 

・生物育成の技術のプラス面，マイ

ナス面を考えさせる際は，生産者
の立場と消費者の立場の両方の立
場から考えさせる。 

【知】生物育成の技術の概念につい
て理解している。 

 

【思】生物育成の技術の最適化につ
いて考えている。 

②これからの生物
育成の技術 

 

・持続可能な社会の構築のために，
これからの生物育成の技術につい

て考える。 
 
 

・よりよい生活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評価し，選

択，管理・運用，改良・応用して
いくことの大切さについて考えさ
せる。 

 

【思】よりよい生活の実現や持続可
能な社会の構築に向けて，生物育

成の技術を評価し，適切な選択，
管理・運用，改良，応用について
考えている。 

【主】よりよい生活の実現や持続可
能な社会の構築に向けて，生物育
成の技術を工夫し創造しようとし

ている。 

1

5
～
24 

3
編
1
章 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術

の
原
理
・
法
則
と
仕
組
み 

①エネルギー変換
の技術とは何だ
ろう 

 

・生活や社会の中で利用されている
エネルギー変換の技術について調
べる。 

・エネルギー変換効率について知
る。 

 

 

・身の回りの製品のエネルギー変換
の流れを考えさせる。 

・身の回りの製品のエネルギー損失

に気付かせる。 
・エネルギー変換効率を高めること
は，環境への負荷を減らすことに

つながることを伝える。 

【知】生活や社会の中で利用されて
いるエネルギー変換の技術につい
て理解している。 

【主】主体的にエネルギー変換の技
術について考えようとしている。 

②発電の仕組みと
特徴 

・発電の仕組みと特徴についてまと
める。 

・さまざまな発電方法のプラス面，

マイナス面について調べ，適切な
発電構成割合について自分なりに
考える。 

・さまざまな発電方式の特徴，エネ
ルギー変換効率，二酸化炭素排出
量，発電にかかる費用などを比較

しながら，適切な発電方法につい
て自分なりに考えさせる。 

【知】発電の仕組みと特徴について
理解している。 

【思】さまざまな発電方法に込めら

れた技術の工夫について考えてい
る。 
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時
間 

指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

③電気を供給する
仕組み 

 

・電源の種類と特徴についてまとめ
る。 

・送電・配電について調べる。 
 
 

・コンセントや電池を例に，電源の
種類を調べさせる。 

・発電所からの送電・配電の仕組み
について調べさせる。 

【知】電源の種類と特徴や，送電・
配電の仕組みを理解している。 

【思】送電・配電の技術の工夫につ
いて考えている。 

④電気回路につい
て考えよう 

 

・電気エネルギーを利用する仕組み

を調べる。 
・電気回路について，電気用図記号
を用いた回路図で表す。 

 
 

・身の回りにある電気機器を調べさ

せ，電気エネルギーを利用する仕
組みをまとめさせる。 

・身の回りの機器の回路を調べさ

せ，回路図にまとめさせる。 

【知】電気回路の仕組みについて理

解している。 
【知】簡単な電気回路を回路図で表
すことができる技能を身に付けて

いる。 

⑤電気機器を安全
に使用するため
の技術 

 

・電気を安全に使うための技術の工
夫について調べ，まとめる。 

 ・漏電 
 ・感電 
・電気機器の安全な使い方について

考える。 
 
 

・電気機器の構造や安全に関する表
示を観察して，その意味を調べさ

せ，適切な使用方法についてまと
めさせる。 

・電気による事故を防ぐ方法を具体

的にまとめさせる。 
・漏電・感電の危険性について知ら
せ，電気機器を安全に使用するた

めの技術の工夫についてまとめさ
せる。 

【知】電気機器の安全な使い方につ
いて理解している。 

【思】電気による事故を防ぐ方法に
ついて考えている。 

⑥運動エネルギー
への変換と利用 

 

・機械が運動を伝える仕組みについ
て調べる。 

・機械の運動の種類とエネルギー変
換についてまとめる。 

 ・直線運動 

 ・回転運動 
 ・揺動運動 

・自転車や身の回りの機器などに使
用されている運動を伝える仕組み

や部品を調べさせる。 

【知】機械が運動を伝える仕組みに
ついて理解している。 

【知】運動の種類とエネルギー変換
について理解している。 

⑦回転運動を伝え
る仕組み 

 

・回転運動を伝える仕組みの特徴と
用途を調べる。 

・回転速度と回転力の関係を調べ
る。 

・自転車を例に，回転運動を伝える
仕組みを調べ，回転速度と回転力

の関係についてまとめさせる。 

【知】回転運動を伝える仕組みの特
徴と用途を理解している。 

⑧機械が動く 
仕組み 

 

・往復直線運動や揺動運動などを伝
えるリンク機構やカム機構の仕組

みを調べる。 
・流体を用いて動く機械や熱エネル
ギーで動く機械を調べる。 

・自転車や身の回りの機器などに使
われている往復直線運動や揺動運

動を伝えるためのリンク機構やカ
ム機構の仕組みと利用例を調べさ
せる。 

【知】リンク機構やカム機構につい
て理解している。 

 
【知】熱や水，空気などの流体を用
いたエネルギー変換の特性につい

て理解している。 

⑨機械の共通部品
と保守点検の大
切さ 

 

・機械の共通部品について知る。 
・機械を安全に利用するために保守
点検が必要であることを知る。         

・身近な機械の保守点検をする。 

・機械の共通部品があることで作業
効率が上がることに気付かせる。 

・飛行機や自転車の点検などから，

保守点検（メンテナンス）の大切
さに気付かせる。 

【知】機械の共通部品と保守点検の
大切さについて理解している。 

⑩エネルギー変換
の技術の工夫を
読み取ろう 

・エネルギー変換の技術に込められ
た問題解決の工夫について考え
る。 

・身近な製品の問題解決の工夫など
から，「技術の見方・考え方」に
ついて気付いたことをまとめる。 

・エネルギー変換の技術に込められ
た問題解決の工夫について，社会
からの要求，安全性，環境への負

荷，経済性などに着目させ，技術
が最適化されてきたことに気付か
せる。 

【思】エネルギー変換の技術に込め
られた工夫を読み取り，「技術の
見方・考え方」に気付くことがで

きる。 

25
～
3

3 

3

編

2

章 

エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
の
技
術

に
よ
る
問
題

解
決 

①問題を発見し，
課題を設定しよ
う 

・生活や社会における光，熱，動力

などのエネルギー変換の技術によ
って解決できる問題を見つける。 

・発見した問題を解決するための課

題を設定する。 

・「技術の見方・考え方」を働かせ

て問題を見いだすことができるよ
うに配慮する。 

・「あったらいいな」「不便だな」の

視点で問題を見つけさせる。 
 

【思】「技術の見方・考え方」を働

かせて，問題を発見し，自分なり
の課題を設定する力を身に付けて
いる。 
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時
間 

指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

②電気回路を設
計・製作しよう 

 

・設計要素を検討する。 
 ・電源 

 ・制御 
 ・負荷 
・構想をまとめ，製作に必要な図を

描く。 
・プロトタイプ（試作），シミュレ
ーションを行う。 

・目的の電気回路が決まったら，安
全に配慮し，製作，実装，点検・
調整を行う。 

 
 

・使用目的・使用条件に合わせて設
計要素を検討させる。 

・機能面だけでなく，安全性や環境
への負荷についても考えさせる。 

・適切な工具の使い方を指導し，製

作，実装，点検・調整を行わせ
る。 

・知的財産を創造，保護及び活用す

ることの大切さや技術に関わる倫
理観について考えさせる。 

【知】構想に基づいて設計し，電気
回路の回路図や組立図にまとめる

ことができる技能を身に付けてい
る。 

【思】構想に基づいて，製作の計画

を立てる力を身に付けている。 
【主】自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創造す

るとともに，他者のアイディアを
尊重し，それらを保護・活用しよ
うとしている。 

③機構モデルを設
計・製作しよう 

 

・設計要素を検討する。 
 ・動力源 

 ・運動を伝える仕組み 
 ・仕事をする仕組み 
・構想をまとめ，製作に必要な図を

描く。 
・プロトタイプ（試作），シミュレ
ーションを行う。 

・目的の機構の動きが決まったら，
安全に配慮し，製作，実装，点
検・調整を行う。 

 
 

・使用目的・使用条件に合わせて設
計要素を検討させる。 

・機能面だけでなく，安全性や環境
への負荷についても考えさせる。 

・適切な工具の使い方を指導し，製

作，実装，点検・調整を行わせ
る。 

・知的財産を創造，保護及び活用す

ることの大切さや技術に関わる倫
理観について考えさせる。 

【知】構想に基づいて設計し，機構
モデルの回路図や組立図にまとめ

ることができる技能を身に付けて
いる。 

【思】構想に基づいて，製作の計画

を立てる力を身に付けている。 
【主】自分なりの新しい考え方や捉
え方によって，知的財産を創造す

るとともに，他者のアイディアを
尊重し，それらを保護・活用しよ
うとしている。 

【主】他者と協働して，粘り強く取
り組もうとしている。 

④問題解決の評
価，改善・修正 

・エネルギー変換の技術による問題
解決を振り返り，解決結果及び解

決過程を評価し，改善・修正する
方法について考える。 

 

・問題解決の評価の観点を決め，そ
の評価の観点に基づいて評価させ

る。 
 ・機能 
 ・利便性（使いやすさ） 

 ・安全性 
 ・環境への配慮 
 ・費用 など 

【思】製作の過程や問題解決の結果
を評価し，改善及び修正する力を

身に付けている。 
【主】自らの問題解決を振り返り，
よりよいものとなるように改善・

修正しようとしている。 

3

4
～
35 

3
編
3
章 

社
会
の
発
展
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術 

①エネルギー変換
の技術の最適化 

・自分の問題解決における最適化の

場面を振り返り，社会の問題解決
における最適化と比較する。 

 ・社会からの要求 

 ・安全性 
 ・環境への負荷 
 ・経済性 

・エネルギー変換の技術のプラス
面，マイナス面について考え，こ
れからどのように技術の最適化を

図っていくとよいかをまとめる。 

・社会におけるエネルギー変換の技

術は，さまざまな制約条件の基で
折り合いをつけ，効果が最も目的
に合ったものになるように工夫さ

れていることに気付かせる。 
 
・エネルギー変換の技術は，生活や

社会を豊かにする光の側面がある
一方で，環境への負荷や事故の危
険性などの影の側面があることも

伝える。 

【知】エネルギー変換の技術の概念

について理解している。 
【思】エネルギー変換の技術の最適
化について考えている。 

②これからのエネ
ルギー変換の技
術 

 

・持続可能な社会の構築のために，
これからのエネルギー変換の技術
について考える。 

 
 

・よりよい生活や持続可能な社会の
構築に向けて，技術を評価し，選
択，管理・運用，改良・応用して

いくことの大切さについて考えさ
せる。 

 

【思】よりよい生活の実現や持続可
能な社会の構築に向けて，エネル
ギー変換の技術を評価し，適切な

選択，管理・運用，改良，応用に
ついて考えている。 

【主】よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築に向けて，エネル
ギー変換の技術を工夫し創造しよ
うとしている。 
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第３学年 

時
間 

指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

1
～
1

4 

4
編
3
章 

計
測
・
制
御
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
解
決 

 

①計測・制御システム
とは何だろう 

 

・身の回りにある計測・制御シス
テムを調べる。 

・計測・制御システムにおけるプ

ログラムの役割を調べる。 
・計測・制御システムの基本的な
構成と情報の流れを調べる。 

・計測・制御システムには，コン
ピュータのほかに，センサ，仕
事を行う部分，インタフェース

が必要なことを知らせる。 
・自動運転技術などの計測・制御
システムを例に，情報処理の手

順を考えさせる。 

【知】計測・制御システムの基本
的な構成を理解している。 

【知】計測・制御システムにおけ

るプログラムの役割を理解して
いる。 

【主】主体的に情報の技術につい

て考えようとしている。 

②問題を発見し，課題
を設定しよう 

 

・計測・制御のプログラミングに
よって解決できる問題を見つけ
る。 

・発見した問題を解決するための
課題を設定する。 

・「技術の見方・考え方」を働か
せて問題を見いだすことができ
るように配慮する。 

・社会からの要求，使用者の安
全，利便性などの視点から実現
したい自動化，システム化を考

えさせる。 

【思】「技術の見方・考え方」を働
かせて，問題を発見し，自分な
りの課題を設定する力を身に付

けている。 

③計測・制御システム
を構想しよう 

・問題を解決するための計測・制
御システムに必要な情報を収集
し，解決策を具体化する。 

 ・センサと仕事を行う部分の選
択 

 ・計測・制御システムの構成の

整理 
 ・情報処理の手順の整理 

・情報の「技術の見方・考え方」
を働かせて，解決策を具体化で
きるように支援する。 

・フローチャートやアクティビテ
ィ図などを用いて情報処理の手
順を整理させ，計測・制御シス

テムを構想させる。 

【思】入出力されるデータの流れ
を基に，計測・制御システムを
構想する力を身に付けている。 

【主】自分なりの新しい考え方や
捉え方によって，知的財産を創
造するとともに，他者のアイデ

ィアを尊重し，それらを保護・
活用しようとしている。 

④計測・制御システム
のプログラムを制作
しよう 

 

・安全で適切なプログラムの制作
と動作の確認，デバッグを行

う。 
・エネルギー変換の技術による問
題解決の学習を生かして，自動

化・システム化が実現するプロ
グラムを制作する。 

 

 

・フローチャートやアクティビテ
ィ図を確認しながらプログラム

を制作させる。 
・完成したプログラムを実行し
て，目的の動作をしているか確

かめさせる。異なる場合は理由
を考えさせ，デバッグさせる。 

・実際に動作させた結果を踏ま

え，より効率的で確実な動作を
するようにプログラムを改良さ
せる。 

【知】安全で適切なプログラムの
制作と動作の確認，デバッグが

できる技能を身に付けている。 
【思】情報処理の手順を具体化す
る力を身に付けている。 

【主】他者と協働して，粘り強く
取り組もうとしている。 

⑤問題解決の評価，改
善・修正 

・計測・制御のプログラミングに

よる問題解決を振り返り，解決
結果及び解決過程を評価し，改
善・修正する方法について考え

る。 
 

・問題解決の評価の観点を決め，

その評価の観点に基づいて評価
させる。 

 ・安全性 

 ・環境への配慮 
 ・正確性 
 ・使いやすさ 

 ・制作工程が適切か 
 ・誤りが少ないか 
 ・著作権への配慮 など 

【思】計測・制御システムの制作

の過程や問題解決の結果を評価
し，改善及び修正する方法につ
いて考えている。 

【主】自らの問題解決を振り返
り，よりよいものとなるように
改善・修正しようとしている。 

1

5
～
1

6 
4
編
4
章 

社
会
の
発
展
と
情
報
の
技
術 

①情報の技術の 
最適化 

・自分の問題解決における最適化

の場面を振り返り，社会の問題
解決における最適化と比較す
る。 

 ・社会からの要求 
 ・安全性 
 ・環境への負荷 

 ・経済性 
・情報の技術のプラス面，マイナ
ス面について考え，これからど

のように技術の最適化を図って
いくとよいかをまとめる。 

・社会における情報の技術は，さ

まざまな制約条件の基で折り合
いを付け，効果が最も目的に合
ったものになるように工夫され

ていることに気付かせる。 
 
・情報の技術は，生活や社会を豊

かにする光の側面がある一方
で，不正アクセスなどの危険性
のような影の側面があることも

伝える。 

【知】情報の技術の概念について

理解している。 
【思】情報の技術の最適化につい
て考えている。 

②これからの情報の技
術 

 

・持続可能な社会の構築のため
に，これからの情報の技術につ

いて考える。 
 
 

・よりよい生活や持続可能な社会
の構築に向けて，技術を評価

し，選択，管理・運用，改良・
応用していくことの大切さにつ
いて考えさせる。 

【思】よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向けて，情

報の技術を評価し，適切な選
択，管理・運用，改良，応用に
ついて考えている。 

【主】よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向けて，情
報の技術を工夫し創造しようと

している。 
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時
間 

指導項目 学習活動・内容 指導上の留意点 評価の観点 

17
～
1

7.5 

技
術
分
野
の
学
習
を
終
え
て 

学んだことを社会に生か
す 
 

・3学年間の技術の学習内容を振
り返り，これから技術とどのよ
うに関わっていきたいかを考え

てまとめる。 
・地球環境や将来の世代のための
技術について考え，10年後，50

年後の未来を予測する。 

・3学年間で学んだ材料と加工，
生物育成，エネルギー変換，情
報の技術について振り返らせ

る。また，将来に向けて自分な
りの技術の活用方法を考えさ
せ，10年後，50年後の未来像と

ともに発表させる。 

【主】よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向けて，材
料と加工，生物育成，エネルギ

ー変換，情報の技術を工夫し創
造しようとしている。 

 

 


